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平
成
二
十
一
年
四
月
九
日

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
中

学
校
入
学
式
に
列
席
し
ま
し
た
。

附
属
中
学
校
同
窓
会
会
長
に

な
っ
て
十
回
目
の
参
加
に
な

る
今
年
の
入
学
式
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
想
い
出
深
い
素
晴

ら
し
い
式
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
学
年
の
担
当
に
な
ら
れ

た
先
生
方
の
自
己
紹
介
が
思

い
思
い
の
ス
ピ
ー
チ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
一
学
年
担
当
の

先
生
か
ら
順
に
二
学
年
、
三

学
年
と
全
て
の
担
当
の
先
生

方
の
ス
ピ
ー
チ
、
そ
れ
に
引

き
続
き
校
長
先
生
、
副
校
長

先
生
、
教
頭
先
生
そ
し
て
事

務
の
先
生
方
ま
で
全
職
員
が

自
己
紹
介
を
す
る
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
で
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
と
職
員
と
の
距
離

を
少
し
で
も
近
づ
け
た
い
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
真
っ
直

ぐ
に
心
に
届
く
よ
う
な
、
心

地
良
い
も
の
で
、
そ
れ
は
ま

た
学
校
教
育
と
家
庭
の
繋
が

り
を
尊
重
し
て
頂
い
て
い
る

取
り
組
み
が
、
入
学
式
の
参

加
者
す
べ
て
に
伝
わ
っ
て
く

る
の
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

母
校
を
時
折
訪
ね
る
度
に
、

来
訪
者
へ
の
後
輩
た
ち
の
元

気
あ
ふ
れ
る
明
る
い
気
持
ち

の
よ
い
挨
拶
に
は
、
礼
儀
正

し
く
心
優
し
い
中
学
生
の
健

在
ぶ
り
に
、
母
校
の
懐
か
し

さ
を
越
え
た
「
附
中
生
魂
」

の
息
吹
を
心
強
く
感
じ
る
昨

今
だ
っ
た
の
で
す
が
、
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
さ
れ

る
先
生
方
の
取
り
組
み
が

あ
っ
た
の
か
と
、
昔
も
今
も

変
わ
る
こ
と
の
無
い
恩
師
の

有
り
難
さ
を
改
め
て
思
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
教
職
員
の
附
中

在
籍
年
数
が
近
年
減
少
気
味

と
の
話
を
聞
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
以
前
は
兄
弟
全
て

が
同
じ
先
生
に
ご
指
導
を
頂

く
の
が
当
た
り
ま
え
で
し
た
。

そ
し
て
不
謹
慎
で
は
あ
り
ま

す
が
、
保
護
者
の
方
々
に
も

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
通
じ
る
と

い
う
、
附
中
の
代
名
詞
に
な

る
よ
う
な
名
物
？
先
生
が
附

属
中
学
校
に
は
何
人
も
居
ら

れ
た
事
を
思
い
出
す
と
き
、

せ
め
て
入
学
か
ら
卒
業
ま
で

の
三
年
間
は
先
生
方
に
も
生

徒
た
ち
と
共
に
附
中
生
活
を

過
ご
し
て
欲
し
い
も
の
と
切

に
望
む
と
こ
ろ
で
す
。
明
る

く
の
び
の
び
と
部
活
動
に
励

ん
で
い
る
後
輩
た
ち
の
附
中

生
活
が
、
何
よ
り
も
か
け
が

え
の
無
い
経
験
と
し
て
成
長

し
て
欲
し
い
と
心
か
ら
願
う

ば
か
り
で
す
。

　

高
校
入
試
の
た
め
だ
け
で

は
な
い
、
教
員
養
成
の
実
験

校
と
し
て
の
役
割
が
我
が
母

校
に
改
め
て
望
ま
れ
る
時
代

が
来
た
の
で
は
･
･
･
そ
ん

な
風
を
先
生
方
の
姿
勢
に
受

け
止
め
、
同
窓
生
と
し
て
心

強
く
嬉
し
く
感
じ
た
今
年
の

入
学
式
で
し
た
。

　

平
成
二
十
年
四
月
一
日
よ

り
、
熊
本
大
学
附
属
中
学
校

の
校
長
を
併
任
し
て
二
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
熊
本
大
学

教
育
学
部
国
語
科
の
教
員
と

し
て
、
教
育
実
習
や
研
究
発

表
会
等
で
訪
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
年
を
通
し
て
附
属
中

学
校
の
先
生
方
や
生
徒
、
保

護
者
の
皆
様
と
活
動
を
共
に

す
る
の
は
、
ま
た
別
の
感
慨

が
あ
る
も
の
で
す
。
熊
大
教

育
の
中
学
校
課
程
の
出
身
な

の
で
、
教
育
実
習
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十

二
年
の
五
月
に
当
時
の
二
年

一
組
（
担
任
は
鶴
川
先
生
）

で
教
育
実
習
を
し
ま
し
た
。

国
語
の
担
当
は
友
田
先
生
で

し
た
。
中
学
校
課
程
を
出
た

も
の
の
、
中
学
校
に
は
縁
の

な
い
教
員
生
活
を
し
、
母
校

に
戻
っ
て
十
七
年
目
で
す
。

初
め
て
の
中
学
校
生
活
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

附
属
中
学
校
は
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
心
地
よ
い
挨
拶
、

清
楚
で
清
々
し
い
制
服
姿
、

理
知
的
な
風
貌
、
多
く
の
生

徒
達
が
真
摯
に
前
向
き
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
掃
除
も
一

〜
三
年
生
縦
割
り
で
、
三
年

生
が
率
先
し
て
指
導
し
、
そ

れ
を
下
級
生
が
し
っ
か
り
受

け
止
め
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
学
校
行
事
も
伝
統
を
生

か
し
な
が
ら
創
意
工
夫
を
加

え
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
五

月
の
体
育
大
会
、
十
一
月
の

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
十
二
月

の
駅
伝
大
会
が
三
大
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
今
は
、
教
育
実
習

の
副
免
実
習
（
小
学
校
課
程

の
人
の
中
学
校
実
習
）
が
お

わ
り
、
五
月
二
十
四
日（
日
）

の
体
育
大
会
へ
向
け
て
、
朝

練
習
・
夕
練
習
が
始
ま
り
、

体
育
大
会
モ
ー
ド
一
色
で
す
。

１
０
０
ｍ
や
２
０
０
ｍ
を
全

力
疾
走
す
る
姿
、
応
援
の
歓

声
、
団
体
競
技
の
練
習
等
々
、

見
て
い
て
楽
し
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
い
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ー
ラ
ス
部
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
全
国
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
で
第
二
位
に
当
た
る
銀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

で
も
当
日
と
特
別
番
組
で
放

送
が
あ
り
、
全
国
に
熊
本
大

学
附
属
中
学
校
の
名
を
高
め

ま
し
た
。
日
々
の
努
力
を
積

み
重
ね
た
生
徒
達
の
姿
を
見

る
の
は
尚
一
層
の
感
動
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
校
内

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
各
学
年

各
ク
ラ
ス
の
レ
ベ
ル
も
高
く
、

と
て
も
感
動
的
で
し
た
。

　

綱
領
の
「
真
実
を
求
め
て
、

響
き
あ
え
た
く
ま
し
い
か
ら

だ
で
、
響
き
あ
え
厳
し
い
知

性
で
、
響
き
あ
え
豊
か
な
心

で
」
を
教
育
実
践
と
し
て
こ

れ
か
ら
も
華
開
か
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
頃
、

運
動
部
も
市
内
大
会
、
県
大

会
で
勝
て
る
よ
う
に
な
り
頼

も
し
い
限
り
で
す
。

　

教
育
・
研
究
も
「
こ
こ
で

学
び
た
い
！　

生
徒
の
思
い

が
実
現
す
る
学
校
づ
く
り
」

と
題
し
て
、「
質
の
高
い
授

業
の
保
証
と
成
し
遂
げ
る
喜

び
の
確
保
を
通
し
て
」
を
目

標
に
教
職
員
一
同
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
研
究
・
実
習
・
学

業
で
素
晴
ら
し
い
成
果
を
挙

げ
て
い
け
ば
自
然
と
評
価
は

高
ま
り
ま
す
。
附
属
中
学
校

の
活
性
化
に
今
後
と
も
努
力

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
も
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。
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校
長　

堀　

畑　

正　

臣

日　時　　平成２１年８月２９日（土） 午後５時より
場　所　　熊本全日空ホテル　ニュースカイ
会　費　　８，０００円（学生は４，０００円）

お問い合わせは
　担当学年幹事　昭和５４年卒　 鹿  子  木 　　携帯：０９０−３０７７−３７１８

かの こ ぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mail ：kanokogi@sakuragaoka.or.jpまで

平成２１年度　 熊本大学教育学部附属中学校同窓会

総会・懇親会のお知らせ

詳しくは、
同封の案内状を
ご覧ください！
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特
集　

附
中
耐
震
改
修
工
事
完
遂

煙　

耐
震
改
修
工
事
の
概
要

煙　

新
校
舎
見
取
り
図
と
画
像

煙　

改
修
工
事
期
間
中
の
生
徒
の
暮
ら
し

響
き
あ
え

響
き
あ
え
！！

　
　
　
　

熊
大
附

熊
大
附
中中

健
在
な
り
附
中
魂　
!!
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附中耐震改修工事完遂附中耐震改修工事完遂附中耐震改修工事完遂特
集

校舎全景

外来棟１階ロビーにて

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回　

平
成　

年　

月　

日
牙　

時
よ
り
、
熊

２０

１２

２５

１４

大
病
院
の
外
来
棟
１
階
ロ
ビ
ー
に
て
、
熊

大
附
中
コ
ー
ラ
ス
部　

名
と
Ｏ
Ｂ
５
名
ら

１８

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
初
め

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
だ
け
の

部
活
動
に
留
ま
ら
ず
、
音
楽
を
通
し
て
地

域
や
社
会
に
何
ら
か
の
貢
献
を
し
よ
う
と

の
考
え
か
ら
、
病
院
に
出
演
依
頼
を
し
て

実
施
さ
れ
た
と
の
事
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

熊
大
病
院
で
は
、
外
来
コ
ン
サ
ー
ト
は
毎

年
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
入
院
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
よ
り
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

の
歌
声
は
格
別
の
よ
う
で
、
崖
の
上
の
ポ

ニ
ョ
・
ア
イ
ア
イ
・
森
の
ク
マ
さ
ん
な
ど

で
は
、
車
い
す
に
乗
っ
た
子
ど
も
た
ち
も

自
然
と
体
が
動
き
、
心
な
し
か
顔
色
も
良

く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

熊
大
附
中
コ
ン
サ
ー
ト
部
は
、
上
熊
本

駅
前
で
の
「
草
枕
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
リ
デ

ル
ラ
イ
ト
老
人
ホ
ー
ム
の
慰
問
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
多
く
の
活
動
を
行
い
、
ス
テ
ー
ジ

と
は
違
っ
て
、
相
手
と
の
距
離
が
近
く
、

反
響
も
大
き
い
場
所
で
歌
を
披
露
す
る
こ

と
は
、
や
り
が
い
も
喜
び
も
大
き
い
と
の

話
し
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

年
も
是
非
、
熊
大
病
院
に
お
出
で
い
た
だ

き
、
病
院
中
に
歌
声
を
響
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

熊
大
附
中
コ
ー
ラ
ス
部

熊
大
病
院
コ
ン
サ
ー
ト

1階
校舎外壁改修
　耐震柱１１本（中央に３本、左右に４本）が立てられた北側校舎をバックネット前より撮影。

正面玄関
　“夢は叶う”と掲げられた正面
玄関もバリアフリーとなった。

同窓会事務局
　印刷室の一部に間借りしていた
同窓会事務局は、これまでの活動
が認められ（？）。西側１階に新
居を構えることができた。

１年生教室前廊下
　印刷室や生徒会室、事務室、校長
室等があった本館１階には、これま
で北側２階にあった１年生教室が移
動してきた。

エレベーター新設
　バリアフリー目的に
中央階段横に新設なっ
たエレベーター。

北側１階廊下
　調理室は、校長室、
副校長室、教頭室等に
変わり、技術室への移
動も通路から廊下に変
更された。

　特集は、校舎が老朽化し、耐震基準に合致せず、昨年３月末に完遂した附中耐震改修工事について、
新校舎見取り図とその画像、工事期間中の生徒の暮らしなどを交え紹介しましたので、当時と見比べ
られても構いませんし、母校を訪ねられた際の案内板として利用されても結構です。
　工事は校舎の外壁では耐震柱を立て、校舎内では広い空間があり耐震構造上最も適さない造りと
なっていた北側１階の調理室に耐震壁を
入れ、校長室、副校長室、教頭室などに
細かく分断しました。そのため、調理室
は北側２階の被服室に、北側２階にあっ
た１年生教室は南側１階に移され、被服
室、会議室、家庭科研究室として生まれ
変わりました。また、中央階段横にはエ
レベーターが、西側１階には同窓会事務
局が新設されました。
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平成１９年　熊本大学教育学部附属中学校同窓会　総会・懇親会報告

　今回の同窓会総会・懇親会は、私たち５３年卒に大きな「機会」を与えてくれました。幹事を行うために、２年前から会議を始め、１年
前には学年同窓会を開催しました。２３年ぶりの学年同窓会に、多くの同級生が参加してくれました。このエネルギーが、今回の総会・懇
親会の開催につながっています。さらに、全ての同級生の連絡先・近況を把握できたこと、メーリングリストを立ち上げたことは、私た
ちにとって大きな財産となっています。
　総会・懇親会当日は、恩師の先生方１４名を含め、総計２２０名の参加をいただきました。私たちの目標であった、「参加者２００名以上」を
達成できたのも皆様のおかげです。改めてお礼を申し上げます。特に、平成１２年卒の皆さんが２０名も参加してくれたことは、若い世代に
同窓会運営をつなげる意味でも、ありがたいことでした。
　当日は、総会後に、The　Sinfonietta（ザ・シンフォニエッタ）による「アイネ・クライネ・ナハト・ムジーク」の演奏から懇親会
が始まりました。
　同窓会会長挨拶に続き、ご参加いただいた恩師の先生方の紹介、鍋島副校長（当時）の御発声による乾杯、そして歓談と続きました。
同級生はもちろん、多くの同窓生の皆様と素敵な時間を共有し、幹事学年として「お世話をさせていただいてよかった」と実感できる時
間でした。最後に、渡辺至先生の指揮による校歌斉唱（合唱）、吉田定俊先生の音頭による万歳三唱で、総会・懇親会は幕を閉じました。
　今回の同窓会総会・懇親会を実施するにあたり、同窓会役員はじめ多くの皆様に御支援をいただきましたことを、心から感謝いたしま
す。最後に、鹿子木君を中心とする５４年卒の皆様に、「がんばれ！よろしく！」とエールを送り、報告を終えます。

幹事学年代表　松　島　孝　司
（昭和５３年卒業）

期日：平成１９年８月１２日（日）
場所：熊本全日空ホテルニュースカイ　玉樹の間

工事期間中の生徒の暮らし
　２学期は１年生だけが仮設校舎（プレハブ２階８教室分）に移り、２、３年生は旧校舎
で、工事の騒音や振動にも負けず（？）に生徒たちは集中して学んでいました。また、体
育館も２学期から使用できなかったため、９月の強い陽射しの中も、１月の厳しい寒さの
中も、全ての集会活動は運動場で行われ、こ
の間、毎週行った全校朝会は、幸運にも雨で
中止されることはありませんでした。３学期
からは、２年生も仮設校舎に移り、３年生は
特別教室（被服室、美術室、視聴覚室、社会
科教室）を仮教室として対応しました。工期
の影響で、当時３年生（現　高校２年生）は、
新校舎（３年生の教室）で授業を受けること
は残念ながらできませんでした。

全校朝会風景
（校舎の窓は全て取り外されている）

3階

2階

全館冷暖房が設置されました

調理室へと通じる廊下
　北側２階は、被服室が調理室と
なり、１年生教室は被服室、会議
室へと変貌した。

生徒会室前廊下
　本館１階にあった生徒会室は校舎
の中央に移動し、文字通り附中の中
枢機関となった。



平成２１年６月１日 第　７　号　允雄 魂

平成１９～２１年度同窓会活動報告
（平成１９年４月～平成２１年５月）

平成１９年度
　平成１９年４月１９日　常務理事会
　　　　　４月２３日　１９年度第1回理事会
　　　６月２・３日　会報・総会懇親会案内発送
　　　　　６月７日　常務理事会
　　　　　６月１１日　１９年度第2回理事会
　　　　　７月２６日　常務理事会
　　　　　８月３日　１９年度第3回理事会
　　　　　８月１２日　理事、役員改選（13期開始）
　　　　　１０月２２日　常務理事会
　　　　　１１月１２日　平成１９年度第4回理事会
　　　　　１２月　　　常務理事会
　平成２０年３月１０日　新卒業生　同窓会入会式
 （附中体育館）
　　　　　３月１１日　附中卒業式
平成２０年度
　平成２０年１０月２３日　常務理事会
　　　　　１０月２７日　平成20年度第1回理事会
　平成２１年３月１２日　新卒業生　同窓会入会式
 （附中体育館）
　　　　　３月１３日　附中卒業式
　　　　　３月２３日　常務理事会
平成２１年度
　平成２１年４月１７日　平成２１年度第1回理事会
　　　　　５月１５日　常務理事会

熊本大学教育学部附属中学校同窓会
平成１９年度会計決算報告

 平成２０年３月３１日締切
収入の部

５，６５７，６６３前年度より繰越
新入会員　１５５名７９０，０００新入会員会費
郵便口座振込み会費　５６名２８０，０００
定期預金・普通預金４，７９４預金利息
記念誌・宛名シールプリント代３，７００雑収入

６，７３６，１５７合　　計

支出の部
職員給料４８０，０００人件費
事務用文具３８，８２２事務・文具
理事会会議室使用料・他６０，００６会議費
切手・葉書・宅急便・電話代６０，５８０通信・連絡
支援費・卒業祝　紅白饅頭１６９，３００学校行事費
御樽・供花等９０，０００慶弔費
事務室への挨拶他９，７６７接待・交際費
会報・総会・懇親会（総会資料準備費含む）８１３，１５５特別会計

１，７２１，６３０合　　計

次年度繰越
１７，３８０現金

１，５７１，７３１普通預金
３，４２５，４１６定期預金
５，０１４，５２７合計

監査の結果以上の通りに相違ございません。
　平成２０年５月６日
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　同窓会事務局では、会員の皆さまに会報「雄魂」をより身近なものに
感じていただける様、会員みなさまからの投稿を募集しています。
　クラスメートや先輩、後輩の活躍を多くの同窓生に知らせていただく
交流の場にしてください。クラス会、学年会の楽しい集いの様子をぜひ
お知らせください。
　同時に住所変更の級友の新しい連絡先・住所を同窓会事務局までお知
らせください。

　会費未納の会員の方々へ今後お便りを郵送できなくなりました。
　未納のお知らせを受け取られた会員の皆さまはお近くの郵便局から同
封の郵便振込み用紙にて同窓会費のお振込みをお願い致します。

　　郵便振込口座　　口座番号　０１９８０－６－９２０１
　　　　　　　　　　加入者名　熊本大学教育学部附属中学校同窓会
　　ご注意　＊通信欄に卒業年・組をお書きください。

　転居・町名変更等、連絡先・住所変更の際はご面倒ではございますが、
お手持ちの葉書にて同窓会事務局までお知らせください。会員皆様方の
ご協力をお願い致します。

　　〒８６０－００８１　熊本市京町本丁５番１２号
　　　　　　　　　熊本大学教育学部附属中学校同窓会　事務局

「同窓会事務局からのお願い鎧」

　熊本大学教育学部附属中学校同窓会総会・懇親会も２年に１
度の開催となり、それまで固定していた幹事年齢もいつのまに
か５歳アップしました。このような状況が続けば、何れは幹事
の年齢が８０歳てなことにも成りかねません。しかし、１昨年の
幹事学年代表の松島氏の報告にもあるように、２３年ぶりの同窓
会を開いたなど同窓会総会開催は、その学年に大きな財産と
なっているようです。そこで、同窓会理事会では幹事年齢の固
定を目的に、２学年合同で同窓会総会開催を企画できないかと
思案してます。この件に関してご意見のあられる、特に今後担
当するであろう昭和５５年卒以降の同窓生の皆さんの生の声を平
成２１年８月２９日開催の総会の席でぶつけて下さい。
　特集、附中耐震改修工事完遂につきましては、貴重な資料を
ご提供いただきました福富裕昭副校長先生に厚く御礼申し上げ
ます。 芦村（昭和４７年卒）

平成１９年　熊本大学教育学部附属中学校同窓会　懇親会　収支報告書

平成１９年６月３０日
上記の通り報告いたします。
　熊本大学教育学部附属中学校同窓会
　　　　　　　同窓会会報編集委員　　　　　　

編　集　後　記

平成１９年１１月１２日
上記の通り報告いたします。
　同窓会総会及び懇親会担当理事

収入の部
本会計より補助８０４，１５５会報特別会計

８０４，１５５合　計

支出の部
会報・封筒・振込み用紙１７４，２８５印刷

５８２，２７５通信・連絡費
発送作業１４，５１２会議費
タックシール・資料印刷用紙３３，０８３事務用品

８０４，１５５合　計

収入の部
郵便事前振込み １２９名９０３，０００会費
当日支払い参加者 ５８名４６４，０００
学生 １９名７６，０００
 １２名６０，０００御樽

１２４預金利息
１，５０３，１２４合計

支出の部
１，３０５，５１９ホテル支払い

看板・演奏謝金５５，０００運営費
印刷費・名札用紙・領収書等・記録写真費３４，３９１事務費
熊日タウンパケット代２，７３０広告費
事務作業代２，８８０会議費

１，４００，５２０合計 事務局だより

熊本大学教育学部附属中学校同窓会
平成２０年度会計決算報告

 平成２０年４月〜平成２１年３月末
収入の部

５，０１４，５２７前年度より繰越
新入会員　１５８名１，２６４，０００新入会員会費

０同窓会費　振込み収入
定期預金・普通預金１１，３２６預金利息
懇親会会計より１０６，２８２特別会計
販売物収入含む３，０００雑収入

６，３９９，１３５合　　計

支出の部
職員給料４８０，０００人件費
事務用文具・消耗品６５，７４８事務・文具
理事会会議室使用料・他２４，７２６会議費
切手・葉書・宅急便・電話代２０，６８０通信・連絡
卒業祝　紅白饅頭６９，３００学校行事費
学校活動補助１００，０００学校行事支援費
御樽・供花等３５，９００慶弔費
事務室への挨拶他１１，２６６接待・交際費
PC関連消耗品等０名簿管理

２，７８３備品
８１０，４０３合　　計

次年度繰越
１９，９７７現金

２，１３３，７２２普通預金
３，４３５，０３３定期預金
５，５８８，７３２合　　計

監査の結果以上の通りに相違ございません。
　平成２１年４月２１日

会報「雄魂」第６号　会計決算報告
２００７年６月３０日締切

同窓会本会計へ１０２，６０４余剰金
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